
























少なくとも没食子酸ほか化合物B およびC の合計 3 化合物が再現性をもって抗ウイルス活性が認められた。
以上でスクリーニングを終了し、以後の実験では特に活性の強かった漢方方剤 X について着目した。市販の
方剤エキス散を用いて抗ウイルス試験を行い、漢方方剤 X の抗ウイルス活性の再現性を確認した。その方剤 X
に含まれる生薬A を単味で用いた場合、漢方方剤X と同等の濃度で活性を示した。このことより漢方方剤X の
抗インフルエンザウイルス効果は生薬A に由来するものと考えられた。漢方方剤 X および生薬 A は H１N1 亜
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